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Chartrand, 1999; Devine, 1989）。しかし、近年の研究によって、集団との接触によって活性化
する評価概念やステレオタイプは状況により異なることが示されてきている（Blair, 2002; 





Gollwitzer, Wasel, & Schaal, 1999）。また、Spencer, Fein, Wolfe, Fong, & Dunn（1998）は、
自己高揚目標が活性化したときには外集団に対する否定的ステレオタイプの活性化が促進するこ
とを示している。とくに最近では、ムード（mood）のような一時的で弱い感情ですら、ステレ























にも、ムードによる同様な影響が認められるようになってきた（Huntsinger & Smith, 2009）。
Huntsinger, Sinclair, & Clore（2009）は、ポジティブ・ムードを導入した後に、武器同定課題
におけるステレオタイプ的バイアスを調べた。すると、ポジティブ・ムード下ではネガティブ・ムー
ド下よりも、黒人と武器を結びつけるステレオタイプ的バイアスが強まっていた。さらに、過程





の妥当性を確認（self-validation: Briñol & Petty, 2009）する機能があることが指摘されている
（Huntsinger, Sinclair, Dunn, & Clore, 2010）。従来から、Feeling-as-information理論（Schwarz, 




知らせ、ヒューリスティック判断や創造的処理に向かわせやすくするとされる（Bless et al., 















情に関わる概念であり重要である（Greenwald & Banaji, 1995）。また、それぞれの活性化によっ





































































































































































































































































究者からも注目されており（Crisp & Hewstone, 2007; Urban & Miller, 1998）、今後のさらなる
検討が望まれるだろう。
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４ EMS の個人差も測定したため、IMS と EMS を同時にモデルに組み込んだ分析も行ったが、有意な効果
は得られなかったため、当初想定していた IMS のみをモデルに組み込んだ分析を行った。また、EMS
も個別に分析を行ったが、有意な効果は得られなかった。
